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研究の概要
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高校三年生は、進路が未決定な場合、不安から学校生活に支障をきたすことが多くある。しかし、

自分の進むべき道がみえてくると気持ちも安定し、前向きな学校生活が送れるようになり、周りを思

いやる余裕もでてくる。

そこで、実態把握をした上で、副担任の立場から、担任と意思疎通を大切にしたり、情報を共有し

たりしながら連携を図る。さらに、チャンス相談や構成的グループ・エンカウンター等を取り入れて、

自分に自信をもたせるような進路活動の援助・指導を行うことで不安が和らぎ、いじめ・不登校の予

防につながると考えた。

学校がつまん
ない・・・

学校が楽しい！

○ 将 来 な ん て 考 え

た こ と な い

○ 何 を し た ら い い

か わ か ら な い

○ 私 は △ △ の 学 校 が 向 い て い
る か も → 勉 強 を 頑 張 ろ う ！

○ ◇ ◇ の 仕 事 に 就 い て み よ う
か な → 資 格 をと り たい ！

○進路が決まったし卒業まで

の高校生活を楽しもう！

○ な る べ く 多 く の 友 人 た ち と

思い出を作りたいな

進 路 選 択

チャンス相談
・受容的・共感的態度

で受け止める。
・繰り返し実施するこ

とによって自己解決
能力を高める。

構成的グループ・
エンカウンターの実施

進路活動につながるエクササイ
ズの導入→「私の四面鏡」

「窮地を切り開け」

・Ａ子とＢ子の
対応なら私に任
せてください

・クラスでやっ
てみたらどうで
しょう？

学級全体を見渡さなくては
ならないから、副担任にで
きることは任せよう！

実態把握
「学級の雰囲気と自己
肯定感を把握する質問
紙」を２回実施するこ
とによって変容を客観
的に判断

意 思 疎 通
情 報 共 有

進 路 決 定

チャンス相談を行うことによって、生徒の気持ちが安定した。また、構成的グループ・エンカウンター
を取り入れることによって自己理解が深まり、自己表現力もつき、進路実現へとつながった。

今後は、進路指導部、教務部と連携しながら高校３年間で体系的に取り組むことで、より効果的に
実践でき、進路実現に結び付くと考える。


